
特になし。

〔履修要件〕

〔成績評価の方法・基準〕

講義単位数 2

題　　　目 行為論と社会分析

配当学年

人間・環境学研究科、総合人間学部と共通

学期中のレポートおよび期末のレポートによる。

〔教科書〕

なし。

〔参考書等〕

高橋由典『行為論的思考－体験選択と社会学』ミネルヴァ書房、2007
年

〔その他（授業外学習の指示・オフィスアワー等）〕

〔授業計画と内容〕

〔授業の概要・目的〕

Sociology(Special Lectures)

社会学特殊講義授業科目名
〈英訳〉

前期 曜時限 金・４ 授業形態開講期

人間・環境学研究科　教授
高橋　由典

科目コード

担当者氏名

nous
タイプライターテキスト
体験選択概念を社会分析のツールとして精練する可能性を探る。今年度は宗教社会学を中心に検討を行いたい。

nous
タイプライターテキスト

nous
タイプライターテキスト
最初に体験選択概念の意味を確定したのち、この概念を用いた現実分析の可能性を探る。体験選択は人間の経験の動性に注目した概念だが、この動性への着目は、遊びや芸術、宗教といった現象の分析に大きな寄与をなしうる。本講義では宗教現象を取り上げ、体験選択概念の使用が宗教社会学的研究にどのような寄与をなしうるかを具体的に考えてみたい。宗教社会学の主要な研究をレヴューするとともに、それらの諸研究と体験選択概念に拠る宗教分析とのちがいを明らかにし、後者にどのような認識上のメリットがあるのかを語ってみたい。

nous
タイプライターテキスト

nous
タイプライターテキスト
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